
皓  旬 転 旬 ネ  ● t ●

詩

題
須

　

欠

′ヾ じ

跡

任

虚

舟

○ 獨

封

銀

輪

消

俗

慮

0 月

下

晩

涼

清

夜

流

● 革

間

姦

江
ロロ

報

新

秋

●

0 ● ● 0 新
秋
た
坐

た

韻

○ ○ ● O

● ○ ○ ●

● O ○ ●

O ● ● 0

◎ ● ◎ ◎

えし下み読

′頁|

夫i

lこ

し

て

′SI

跡 :

ヽ

ｔ

　

一
一
　
●
　
　
　
　
　
、

■

虚
弁
に
任
す

確
り
賀
密
に
対
せ
ば
　
往
鳳
消
え

一
　

一
　
　
´

月

下

の

浄
疼

流
る

そ
う
か
ん
　

　

　

　

ち
ゆ
う
ご

単
間

の
虫
語

姓
裾
を
維
じ

縫
を
坐ざ

名簿聰

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言

絶

句

）

語
= 

共故 作詩〆そ

銀
給
＝

月

の
別
称
。

須
夫
＝

し
ば
ら
く
。

ナ

し

の
間
。

ｓ
跡
＝

ヽ
と
派

る
升

い
。

虚
介
＝

虚

越
の
た

と
え
。

作
詩

曰

千

仄
大

今
を

二
年

北
月

を

日

千

た

式

名

前

キ
山
　
知
彦

その |_の メモ

20210510第 1う版



名簿No

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
と
言
絶
句

）

皓 ● 転 ●J ネ ● た 匂
詩

　

題獨 ● 美 ○ 藝 O 雨 ●

坐 ● 然 O 窓 O 洗 ● 新
秋
夜
坐茅 O 燈 ○ 風・ 残 〇

堂 O 人 ● 伴 0 炎 O

秋 O 縦 ● 候 ● 夭 ○

月 ● 吉 〇 姦 O 地 。 庚
　
韻

明 ◎ 巻・ 拳 ◎ 清 ◎

読    み   下 し え

ぼ

つ

ど
う

　

　

　

と
く

ざ

茅
堂

に
独
坐
す

秋与

月:

明奎
ら

な
か

り

郷
篤
た
る
峰
火
の
も
と
書
整
を
礁
に
す

都
修
の
解
に
催
い

■

つ

ち
ゅ
う

　

　

´ヽ
え

候
ま

の
声
す

赫
　
郷
妊
を
灘

い
　
ん
を
瀞
し

新
秋
夜
坐

課
題
詩

語金 共ま 作諾メモ

作
詩
ロ

千

仄
式

杏
わ
二
年
七
月
八
日

千

た

式

名

前

宇
野
次
郎

その他 のメモ



名簿No ご

語註 典掟 作詩メモ 結  ● 転 句 ネ 句 た  ●
詩

　

題 神
漢
逹

え
詩
期
会

詩

箋

【
た
言
絶
句
】

な・ 窓 O 憶・ 月・

た・ 前 ○ 外 O 冷 ●

新
秋
夜
坐

庚

韻

）

爺 ○ 應 0 た 0 風 ○

然 O 尺 ● 坐 ● 清 ○

邊 ○ - 01 夜・ 秋 ○

子 ● 姦 ○ = ○ 意・

情 語 ● え ◎ 生

読 み 下 し え 作
詩
口
一　
今
二

・
セ
提
出

し
や

つ

き

惹
た
す

鷲
遊:

子
の

情;

窓ζ

前方

機
尺
　

４
赫
が

う

T:
憶む
い

プたこ:き
座
ぎ

す

存
多
寿

岸
が
や
か

に

難
漆
く
　
拠
ぎ
考
じ

纂
荏
坐

名

前

同
嗚
宣
昭

そ

の
他

の

メ

モ



神
茶
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
た
言
飽
匂

）

鮎  匂 転 ●| ネ  句 た  荀
詩

　

題月 0 蝉 O ふ O 夭 O

明 O 喧 0 Fl● 高 O

|

新
秋
夜
座

尤

韻

夜 ● 何 O 涼 ○ 媚 ●

坐 ● え ○ 風 ○ 媚 ●

読 ● 無 ○ 姦 ○ 巻・

吉 ○ 皓 ● 韻 ● 雲 ○

秋 ◎ 暑・ 山 ◎ ◎流

|

月
明
夜
座
　
読
吉

の
秋

洋
燥
　
何
く

に
た
か
ん
　
皓
暑
無
く

泳

口
涼
風
　
虫

韻

あ
な
り

人
高

し
　

燭
嬌
　
巻
雲

流

れ

新
秋
夜
座

名簿No

語筆 典崚 作諸メモ

作
詩

ロ

千

仄
式

今
和
二
年

七
月

子

た

式

名

前

高
格
　
幸
雄

そのにのメモ



名簿No 5

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
キ
吉
絶
句

）

`ど

 匈 転 ● ネ ● た ●

詩

題え ○ 風 ● 寒・ 沐 0

前 ○ 趣 ● 月 ● 艇 ○ 郊
居
秋
興

孝
ヽ
韻

40 獨 ● 清 ○ 斎 ○

4・ 酎 O 溢 O 黙 ●

木・ 寃 ○ 照 ● 度・

犀 ○ 楽・
′
lヽ ● 郊 O

拳 ◎ ●譜 亭 ◎ ナ同◎

えし下み読

慮
配

で
超
で
す

鮮
鶴

弯
ど
に
警
酔
し
難
″

で
構
計
を
纂
じ
む

繁
岸
疑
滲
に
を
帯
を
疹い，ら
す

濃
曜́
識
農
と
恭
椰
を
庵

”
磨
拠
澤
，

語
= 

共次 作寿メモ

1氏

鶯

懸

‥
秋
風
が
寂

し
く
ふ
く

こ
と
、

ま
た
そ

の
様

郊
堀
　
部
を
か
ら
速
く
離
れ

た

寇

界

月

‥
晴

れ

の
月

酔

‥
洒
を
酌

む

作
諸

曰

千
仄
式

Ｒ

３

　

７

　

６

千

た

式

名

前

式

口
　

一
郎

その他 のメモ



名簿No 7

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
た
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
絶
匂

）

結  旬 転  旬 ネ ● た ●
請

　

題何 O ロ  ヘ
ハ  V 離 0 治 C

等 0 管 0 邊 0 夜・
新
秋
夜
坐不 0 端 0 聰・ 雨 ●

ネ 0 坐 ● 蜂・ 40

任・ 空 0 作・ 今 O

去・ 齋 3 詩 0 皿 ●
′ ヽ 仄

　
顎

未 C 稟・ 媒 C 催 0

読 み 下 し え

年
ら
れ
め
ず
井
だ

に
仁
す

燿
留
ゼ
ー
す
笙
春
の
為

離 '

lZll'

の

蟻 .

蜂:

詩
´

媒 :

を

な

す

が
な
赫
野
ざ
囃
興
爆
す

綿
縛
む
ダ

語_t 奥故 作詩メモ

え
月
分

Ｏ
彙
寿
　
　
こ
お
ろ
ぎ
　
　
０
詩
媒

る
も

の
　
　

Ｏ
去
未
　
　
様

々
な
恙

い

作
詩

の
材
料
、

な
か
た
ち
と
が

が
浮

か
ん
だ
り
消
え
た
り
す
る

作
詩
ロ

千
仄
人

今

わ

二
年

六
月

た
日

仄
　
起
　
式

名

前

子
賀
康
雄

その他 のメモ



名簿IIQ

詰 ● 摯  ● ネ 句 た  0
詩

　

題万 ● 窓 O 新 0 4rF●

二 ● 前 O 沐 O 几 ● 新
秋
夜
坐

悲 0 獨 ● 茅 O 風 O

秋 O 坐 ● 屋 0 糖 O

抱 ● 親 O た・ 月・

百 ● 灯 ○ 悠 ○ - 0 た

韻
憂 ◎ 人 ● 悠 ◎ 鉤 ◎

えじ下み読

可
ヱ
の
規
懲
殴
卵
を
怨
く

藩
部

に
幣
う
ｒ
し
て
嫌
人
に
羅
し
め
ば

鵜
ぉ
の
注
麿
存
熾
ぞ
た
り

律
ぎ
貯
る
薦
一智
に
解
製
鉢

靴
程
に
な
ダ
す

語
=・

共薇・作時メモ

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
吉
絶
句

）

作
詩

ロ

千
仄
式

今
わ
ニ
キ
六

月
ニ
ヘ
ロ

仄

た

式

名

前

す
川
　
稲

そのにのメモ
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神
茶
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
七
吉
絶
句

）

皓  句 転 ● 承 句 た  句
詩

　

題孤 ○ 尚 ● 宙 O 西 O

燈 ○ 布・ 下 ● 風 O 新
秋
夜
坐流・ 冷 ○ 嗽 ○ 颯 ●

燭 ● 花 O 嗽 0 颯 ●

坐 ● 人 O 候 ○ 几 ●

= ○ 半・ 姦・ 秋 O
庚
　
韻

え ◎ 月 ● 率 ◎ 生 ◎

読    み 下 し え

従
帰
職
を
滞
し
て
　
一
寿

に
ｒ
す

部
な
り
射
ろ僣

た
る
　
だ
帯

の
岸

芍
下
は
襲
，４
ラ　

偽
鮮
，の
声

a野ま

鳶

彎
々

つ

様

の
晏
，ず
る
を
貯
る

雑
得
坐
ざ

語註 奥a 作諸メモ

今
わ

二
年

セ
月
課
題
新
秋
花
坐

夜
坐
　
颯
ら
ず

に
座

る

颯
颯
　
民

の
そ
よ
そ
よ
と
吹
く
形
容

嗽
敷
　
虫
や
烏

の
小
声

で
な
く
さ
ま

蛉

塩

　

明

ら

か

な

る

さ

ま

名簿N0 10

作
詩

ロ

十
仄
式

今
わ
二
年
六
月

千

た

式

名

前

松
本
祐
輔

その他 のメモ

20180310



`吉

 旬 転  旬 ネ  旬 t 旬

詩

　

題孝・ 気・ 陰 ○ 独 0

願 ● ヨ青○ ヤ ○ 坐 ● 新
秋
夜
坐

先

額

難 ○ れ 0 疫・ 新 O

図 O 酒 ● 戒 0 秋 ○

ス ● 流 O え・ 月・

一- 0 歓 O え 0 影・

年 ◎ 怨・ 延 ◎ 鮮 ◎

a民

●
雄
邸
り
解
く
だ
ぃ琳
ダ
‘

き

　
　
　
　

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
け
　

　

　

と

気
を
喘
ら
さ
ん
と
酒
を
に

っ

う

●
　
　
　
　
　
　
り
し

，
●
つ

て
怨

み
を
流
叡

す

脚
“プ

の
一時
響
難

に
業
本で

す

碗
樫
材
ダ
す
〃
称
筆
な
り

稚
た
や

坐ざ

名簿N0

沖
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
キ
言
絶
匂

）

=ti 
共贅 作詩メモ

陰
ヤ

（
い
ん
ら
い
う
）

ひ
そ
か
に
入
を
陥
れ
た
害
を
か
え
る

流
歌

（
り
¨
う
せ

つ
）

一
気

に
飲

み
千
す

作
詩

曰

千

仄
大

今

和

二
年

七
月

た

曰

仄
　
起
　
式

名

前

二
浦
　
昭

ニ

その他 のメモ

201S O=10"141兵



′告 旬 転  匂 承  旬 た ●
詩

　

題 神
漢
逹

九
詩
期
会
　
詩
箋
　
【生
え
ユ

今 ○ 拠 01 拝・ 40

宵 ○ ,、 ● 仏 0. 朋 ○ 新
秋
夜
坐

陽

韻

）

口 ● 荻 〇 詩 ○ ―― ●

復・ 花 〇 諮 O 夜・

|口 ● 秋 O 意・ 訪・

夫 ○ 色 ● 気・ 僣 ○

場 ◎ 奸 ● 場 ◎ ″ ◎

えし下み読
作
詩

貴

一今
和
　

・二
年

七
月
七
日

今
宵
は
　
旧
え
口
後
の
場
と
な
る

掲
入
の
萩
花
　
秋
色
好
し

仏
を
拝
し
詩
を
諮
じ
　
意
気
場
が
る

朋
を
４
え

夜
僧
み
を
訪
れ
る

新
秋
夜
坐

名
前
　
　
　
森
谷
工
彦

名簿No ２４
〓
―

モ

一

その他 のメモ



詰  ● 転 /・| ふ 匈 え 旬
詩

　

題周 ○ そ 0 葉 ● 残 ○

恭 O 坐 ● 蜂 0 丈 ○

‐引

劉
翻

新
秋
夜
坐簡・ 吉 O 涼 O 浙 ○

臓・ 齋 ○ 挙 O 去 ●

ス ● 耽 ○ 意・ 暑・

延 O 夜・ 白・ 咸 O

餘 ◎ 讀 ● 螢口 ◎ 踪 ◎

馳
ふ

の
部
朦
ま
た
が
を
で
く

拳
部

に
部
ｒ
し
だ
認
に
籍
る

難
蜂」

脅|

意
い

白
じ

ダa,i

た

り

窪
好
裁
，ヽ
オ
リ
み
だ
策
・ら
な
り

籍
夜
や

座
ざ

名簿N0 13

神
荼
ノ‐‐
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
絶
句

）

語
= 

典薇 作詩メモ

意
白

カ

ヽ
落

ち
着

く
さ
ま

（
だ
れ
漢
よ
り

鶴
棧
―
―

夫
字
を
言

い
た
、
本
簡
、

竹
簡
を
指
す

ス
～

を
延
く
―
―
―
導

く
、

引
き
寄
せ
る
。

招
く

（
だ
れ
漢
よ
り

―
―
自
分
―
―

史
記
、

伯
え
伝

で
使
用

その他のメモ

20180310第 14'板



神
奈
川
県
漢
詩
と
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
吉
絶
句

）

皓  旬 転  句 ネ  旬 た  旬
計

　

題旧 O

盟 ○

宿 0

恙 0

去・

何 Q

くし◎

夜・

坐・

二 〇

え 0

誅 O

往 0

昔・

議 [・

友 0

内 0

者 ○

突・

安口・

知
◎

新 ○

ガ (O

●

●

●

○

◎

冷

氣

露

手

滋

新
秋
夜
坐

え

韻

|口 i

盟 |

て |

4・T
れ
に

′1

か

た
く

・
宿
恙
　
去

っ

¨

一́
一　

　

一●

ヽ

ヽ
●

夜
坐

二
え

，
・一，

・
　

■

一
■

■

往
昔

を
誅
ら
す

故 F

友
'

の   `

内 :

者
'
う

し
　
　
　
　
し

突
を
知
る

〓
　
¨
　
一
■
　

，
　
　
　
「

●

ヽ

新
秋
の
か
気

露 |

キ |

滋
し

し

ん

じ

ゆ

う

や

ざ

新
秋
た
坐

ZttNo   14

語註 共共 作青メモ

０
露
幸
　
露

が
え

る

こ
と
。

ま
た
、

藤

の
え
。

０
●
〓
　
え
き

の
■

ら
せ
。

０
二
え

　
二
え

の

一
つ
。

口
茨

か
ら
夜
明
け
ま
で

の
時
間
を
二

つ
に

わ
け
た
そ

の
二
春

め
。　
丙
た
。

た
キ

の
十

二
時
頃
。

０
旧
盟
　
回
ど
う
し
や
、

党
派

の
間

の
苦

の
灼
末
。　
こ
こ
で
は
友

と

釣
末
。

作
詩
ロ

千

仄
式

７

月

８

日

千
　
た
　
人

名

前

島

口
　
幸
雄

新
秋
に
な
っ
て
か
気
が
た

に
露
を
光
ら
せ
て

い
る

思

い
が
け
ず
苦

い
友
人
が
き
く
な
っ
た
と

い
う
や
ら
せ
が
入
っ
た
。

夜
遅
く
、　
じ
っ
と
し
て

い
る
と
、
昔

の
あ
れ
こ
れ
が
誅

っ
て
く
る
。

昔

の
約
束

や
希
望
な
ど
、　
み
ん
な
ど
こ
か

へ
行

っ
て
し
ま
っ
た
。

具
体
的
な
も

の
が
譲
手

し
か
な

い
。

そのに のメモ

10卜 0310′

"111阪


